
（２）レンガの位置を決めるため、まず 20g 重り４個つるして、重りが床のすぐ上に位置する

まで、台車を滑車側に移動する。台車の直前にレンガを置き、直定規の先端をそれに合わせ

て机上に置く。 

物理実験  運動の法則 

 

〔目的〕  

 台車と重りを使い、質量一定のときの力と加速度の関係、力一定のもとでの質量と加速度の関

係を調べ、加速度は力に比例し、質量に反比例することを確かめる。 

（３）20g 重り１個をつるし、台車をレンガから 1.0m 離したスタート位置にセットする。 

 

 （４）残り３個の 20g 重りを台車上に載せ、合図でストップウォッチを押すと同時に台車を離

す。 〔道具〕 

 台車、台車用の円板重り 4、20ｇ重り 4、２連滑車、スタンド、ストップウォッチ、１ｍ

直定規、レンガ、たこ糸。 

 

（５）台車が１ｍ先のレンガに衝突した瞬間にストップウォッチを止め、時間を読む。 

  

〔理論的準備〕 （６）同じ操作を３回繰り返し測定して、平均値を求める。 

 通常、加速度を調べるために記録タイマーを用いるが、今回は記録タイマーの摩擦が大き

いため使用しない。運動が初速度 0の等加速度運動であることを利用して、1.0m 進むのに要

する時間 t をストップウォッチで測定することにより、加速度を求める。 

 

（７）つぎに、台車に載せていた 20g 重りを１個移動させて、糸の先につることにより、つる

す重りの数を２個に増やして同様の実験を３回おこない、時間を測定する。 
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（８）同様につるす重りの数を３個、４個にしてそれぞれ３回ずつ実験する。 

 加速度は  と計算できる。 2

2
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〔方法〕 II 質量と加速度の関係（力は 40gw で一定） 

Ｉ 力と加速度の関係 （１）台車用の 0.25kg の重りを取りはずし（台車質量 0.5kg ）、糸の先に 20g の重り２個をつ

るして、（合計質量 m=0.54kg）同様に１ｍ進むのに要する時間をストップウォッチで３回測

定し、平均値を求める。 

（総質量 0.5+0.25×2+0.02×4 ＝1.08kg で一定にする)  

（１）台車（質量 0.5kg ）に台車重り２枚（0.25kg×2)を載せ、糸の１端を台車のポールに結

び、図のように２連滑車を通して、他端に 20g の重りをつるす。  

 

（２）台車用重りを１個載せ、糸の先に 20g 重り２個をつるして（合計質量 m=0.79kg）同様に

実験する。 

 

（３）台車用重りを２個（これは上のＩの結果を利用して省略してもよい）、３個、４個にふや

して、同様の測定をおこなう。 

（台車重り２個は m=1.04kg，台車重り３個 m=1.29kg、４個 m=1.54kg） 

 

 

 

 

 

  

  



 

実験 運動の法則（提出用） 

 

〔結果〕 

Ｉ 力と加速度の関係 

 条件 ｍ＝１．０８ｋｇ（一定） 

 

ｔ[s] 
力 Ｆ 

重りの数 １回 ２回 ３回 平均 

2t  

加速度 

2

2
t
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１       

２       

３       

４       

 

◎ 右のグラフ用紙にａ－Ｆグラフを描くこと 

 

 

II 質量と加速度の関係 

 

ｔ[s] 
台車重

りの数 

質量 

ｍ[kg] m
1 2t 

１回 ２回 ３回 平均 
 

加速度 

2

2
t

a =  

０ 0.54 1.85       

１ 0.79 1.27       

２ 1.04 0.96       

３ 1.29 0.78       

４ 1.54 0.65       

 

 

◎ 右のグラフ用紙にａ－（１／ｍ）のグラフを描くこと。 

 

 

 
 

 

［考察］ 

（１）実験や結果のグラフから分かったことを書きなさい。 

 

 

（２）誤差のもっとも大きな原因は何かを考察しなさい。 

 

 

［感想］ 
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